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閉
経
に
伴
っ
て
出
現
す
る
不
定
愁
訴

は
、
一
般
的
に
更
年
期
障
害
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
冷
え
や
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
特
有
な
更
年
期
障
害
お
よ
び

骨
粗
し
ょ
う
症
、
高
脂
血
症
が
、
更
年
期

の
疾
患
の
主
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、
今
ま
で

加
齢
に
よ
る
も
の
と
し
て
あ
ま
り
関
心
が

も
た
れ
な
か
っ
た
り
、
話
し
づ
ら
い
た
め

に
受
診
を
た
め
ら
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

膣
の
乾
燥
感
、
違
和
感
、
性
交
障
害
な
ど

と
い
っ
た
症
状
で
婦
人
科
を
受
診
さ
れ
る

方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
実
は
こ
れ
ら
の

症
状
は
萎
縮
性
膣
炎
が
原
因
な
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
閉
経
後
、
卵
巣
か
ら
の
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
著
し

い
低
下
に
よ
り
膣
粘
膜
は
子
宮
よ
り
も
早

く
影
響
を
受
け
、
萎
縮
し
薄
く
な
り
老
化

が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
膣
の
弾
力
性
が
低

下
し
、
膣
腔
は
狭
小
し
、
お
り
も
の
や
分

泌
物
の
減
少
か
ら
性
交
時
痛
も
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
膣
内
は
中
性
な
い
し
ア
ル
カ

リ
性
に
傾
き
、
膣
本
来
が
持
っ
て
い
る
細

菌
か
ら
の
感
染
を
防
御
す
る
と
い
う
自
浄

作
用
も
落
ち
て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
程

度
に
よ
っ
て
お
り
も
の
が
白
色
か
ら
黄

色
、
さ
ら
に
症
状
が
進
行
す
る
と
抵
抗
力

の
低
下
や
軽
い
刺
激
で
出
血
し
や
す
く
な

り
、
褐
色
、
血
性
お
り
も
の
へ
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
感
染
が
加
わ

る
と
膿
の
よ
う
な
色
で
悪
臭
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
膣
壁
だ
け
で
な
く
、
外
陰

部
の
皮
膚
も
薄
く
な
り
、
炎
症
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
、
掻
痒
感
や
灼
熱
感
も
同
時

に
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
ま
ず
、
悪
性
疾
患
を

否
定
し
た
あ
と
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
製
剤
を

10
〜
14
日
間
く
ら
い
膣
内
に
挿
入
し
た

り
、内
服
す
る
こ
と
で
す
ぐ
改
善
し
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
の
補
充
が
膣
粘
膜
を
強
化
し
、

さ
ら
に
膣
分
泌
を
増
加
さ
せ
粘
潤
に
す
る

か
ら
で
す
。

現
在
、
女
性
人
口
の
中
で
中
高
年
女

性
は
４
割
以
上
を
占
め
、
近
年
は
更
年
期

人
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
人
生
後
半
に

あ
た
っ
て
自
分
の
健
康
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
の
質
を
省
み
な
が
ら
、
性
生
活
も
含

め
た
身
体
的
・
精
神
的
健
康
を
保
持
し
て

い
く
こ
と
は
、
今
や
女
性
自
身
に
よ
る
積

極
的
な
健
康
管
理
と
し
て
大
き
な
課
題
で

も
あ
る
の
で
す
。
萎
縮
性
膣
炎
の
よ
う
に

治
療
で
す
ぐ
良
く
な
り
、
生
活
も
快
適
に

な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
気
に

な
る
程
度
と
放
っ
て
お
い
た
り
、
こ
れ
く

ら
い
の
こ
と
で
と
受
診
を
た
め
ら
っ
た
り

さ
れ
な
い
で
、
す
す
ん
で
専
門
医
を
訪
れ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

e

三
鷹
市
医
師
会
1
47
―
２
１
５
５

萎縮性膣炎

健康コラム

福
祉
用
具

(

展
示
・
体
験
・
相
談)

フ
ェ
ア

元
気
で
安
全
な
く
ら
し
〜
住
宅
改
修

と
介
護
予
防
〜
の
ご
案
内

▽
５
月
20
日
f
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
、
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
・
２
階
市
民
サ
ロ
ン
で
。
展
示
の

み
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

８
４こ

も
れ
び

ほ
っ
と
・
サ
ー
　

ク
ル
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
奏
で

ま
し
ょ
う
！
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、
市

と
の
協
働
で
高
齢
者
の
方
と
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

は
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
。

▽
６
月
９
〜
30
日
の
毎
週
木
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）、
ス
ペ

ー
ス
Ｓ
（
下
連
雀
１
丁
目
）
で
。
参

加
費
２
千
円
。
講
師
は
ピ
ア
ノ
グ
ル

ー
プ
ア
マ
リ
リ
ス
主
宰
の
平
Æ

ひ
ら
ま
つ

厚
子

さ
ん
。

▼
５
月
16
日
b
午
前
９
時
か
ら
、
こ

も
れ
び
事
務
局
1
42
―
４
４
６
９
へ

申
し
込
む
。
先
着
15
人
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談
1
42
―
４

４
７
１

相
談
員
が
毎
日
の
生
活
で
お
悩
み

の
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

２
３歯

の
衛
生
週
間

「
愛
歯
の
つ
ど
い
」

６
月
４
日
g
〜
10
日
f
の
歯
の
衛

生
週
間
に
ち
な
み
歯
科
相
談
と
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
無
料
歯
科
相
談
（
正
午
〜
午
後

１
時
30
分
）

◆
講
演
会
「
気
に
な
る
口
臭
の
悩
み
」

（
午
後
２
時
〜
４
時
）
講
師
は
東

京
歯
科
大
学
教
授
の
角
田
正
健
さ

ん
。

▽
い
ず
れ
も
６
月
４
日
g
三
鷹
産
業

プ
ラ
ザ
７
階
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
1
46
―

３
２
５
４
・
三
鷹
市
歯
科
医
師
会

1
45
―
２
７
１
５

講
演
会

「
高
齢
者
の
疾
患
に
つ
い
て
」

骨
粗
し
ょ
う
症
や
脳
血
管
障
害
な

ど
の
疾
患
の
紹
介
や
そ
の
予
防
策
に

つ
い
て
。

▽
５
月
26
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団
1

43
―
８
８
０
４

は
じ
め
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
！
入
門
講
座

対
象
は
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
。

▽
５
月
27
日
f
・
６
月
25
日
g
・
７
月

25
日
b
・
８
月
30
日
c
・
９
月
28
日

d
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
６
・
８
月

は
午
後
２
時
〜
４
時
）。
み
た
か
ボ
ラ

ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
で
。

▼
各
回
と
も
前
日
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
同
セ
ン
タ
ー
1
76

―
１
２
７
１
・
5
76
―
１
２
７
３

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
む
。
各
回
先
着
10
人
。

精
神
保
健
セ
ミ
ナ
ー

講
演
会「
病
気
と
向
き
合
う

〜
統
合
失
調
症
を
中
心
に
〜
」

あ
お
き
会
主
催
。

▽
５
月
19
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
45
分
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
都
立
多
摩
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
医
師
の
田
中
祐
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ

e

健
康
推
進
課
1
内
線
２
６
９

１

災
害
時
に
お
け
る

市
民
の
安
全
対
策

三
鷹
市
医
療
と
福
祉
を
す
す
め
る

会
・
三
鷹
市
医
師
会
共
催
、
三
鷹
市

後
援
。

災
害
が
起
き
た
ら
、
私
た
ち
は
ま

ず
何
を
し
、
何
が
で
き
る
の
か
？
新

潟
県
中
越
地
震
の
救
援
に
関
す
る
ビ

デ
オ
上
映
と
報
告
を
聞
き
、
一
緒
に

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▽
５
月
21
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
ー

で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

三
鷹
市
医
療
と
福
祉
を
す
す
め

る
会
（
駒
林
）
1
44
―
４
９
６
２

精
神
保
健
相
談

専
門
医
と
保
健
師
に
よ
る
個
別
相

談
。
相
談
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２

時
〜
４
時
。

◆
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
６
月
21
日

c
・
27
日
b

◆
思
春
期
相
談
＝
６
月
15
日
d

◆
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
＝
６
月
13
日
b

▼
事
前
に
多
摩
府
中
保
健
所
に
電
話

で
申
し
込
む
。
相
談
場
所
が
武
蔵
野

三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧
三
鷹
武
蔵

野
保
健
所
）
と
三
鷹
市
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
に
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
場
所
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
、
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団
で

職
員
を

◆
看
護
職
（
若
干
名
）
平
成
17
年

４
月
１
日
現
在
、
50
歳
未
満
の
正
・

准
看
護
師
免
許
保
有
者

◆
介
護
支
援
専
門
員
（
契
約
１
人
）

50
歳
未
満
の
介
護
支
援
専
門
員
の
有

資
格
者
で
正
・
准
看
護
師
免
許
保
有

者◆
勤
務
場
所

老
人
保
健
施
設
「
は

な
か
い
ど
う
」

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
登
録
）
介

護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

１
級
も
し
く
は
２
級
の
資
格
保
有

者
。
時
給
は
身
体
介
護
１
千
500
円
〜

１
千
800
円
、
生
活
援
助
１
千
200
円
〜

１
千
500
円
。
訪
問
場
所
は
市
内
全

域
。

▼
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
同
事
業
団

1
44
―
５
２
１
１
へ
。

待機児童の解消と多様化する保育ニーズに対応するため、平成16年
度末に廃園した大沢台幼稚園の跡地をひろば機能をあわせ持った保育
園に整備します。
保育園運営を委託する法人はプロポ
ーザル方式により選定しますので、参
加を希望する場合は必ず事前に申し込
みのうえ、説明会に出席してください。
◆参加資格 都内で保育園を運営して
いる法人
◆事前説明会 5月23日B午後2時か
ら。
u5月20日F午後5時までに子育て支
援室1内線2672へ申し込む。

平成18年4月1日開設予定
市立大沢台保育園（仮称）の運営法人を募集

対
象
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
援
助
会
員
に
な
り
、
利
用

会
員
に
子
育
て
の
手
助
け
（
有
償
）

が
で
き
る
市
民
。

▽
５
月
31
日
c
〜
６
月
２
日
e
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
、
三
鷹
産
業

プ
ラ
ザ
で
。

▼
５
月
23
日
b
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
と
返
信
あ
て
先
を
記

入
し
「
〒
181
―
０
０
１
３
下
連
雀
３

―
30
―
12
み
た
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
申
し
込
む
。
定

員
30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。

e

同
セ
ン
タ
ー
1
76
―
６
８
１

７

通
所
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
は
技
能
習
得
を
目
的
に
特
定

の
授
産
施
設
に
通
所
し
て
い
る
心
身

障
が
い
者
の
方
。

◆
支
給
要
件

①
16
歳
以
上
の
市

民
、
②
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
こ
と
、
③
公
立
ま
た
は
社
会

福
祉
法
人
の
経
営
す
る
授
産
施
設
、

ま
た
は
無
認
可
の
小
規
模
作
業
所
に

通
所
し
て
い
る
こ
と
、
①
〜
③
を
す

べ
て
満
た
し
、
市
か
ら
交
通
費
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

▼
５
月
30
日
b
ま
で
に
は
が
き
に

「
通
所
助
成
金
希
望
」
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
通
所
施
設
名
と
施

設
の
住
所
・
電
話
を
記
入
し
、「
〒

181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
係
『
通
所
助
成
金
担
当
』」

へ
申
し
込
む
。

e

同
協
議
会
1
46
―
１
１
０
８

特
別
障
害
給
付
金
の
請
求
は

お
早
め
に

◆
対
象
者

以
下
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
。
①
任
意
加
入
対
象
期
間

に
加
入
さ
れ
な
か
っ
た
学
生
（
夜
間
、

通
信
な
ど
一
部
除
外
あ
り
）
ま
た
は

厚
生
年
金
な
ど
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
、
そ
の
期
間
に
初
診
日
が
あ

る
方
、
②
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の

障
害
等
級
１
・
２
級
に
該
当
す
る
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
障
害
基
礎

年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
。※

任
意
加
入
対
象
期
間
と
は
昭
和

36
年
４
月
１
日
か
ら
、
学
生
は
平
成

３
年
３
月
31
日
ま
で
、
被
扶
養
配
偶

者
は
昭
和
61
年
３
月
31
日
ま
で
。

◆
支
給
額
（
月
額
）
１
級
５
万
円
、

２
級
４
万
円
。
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
支
給
制
限
あ
り
。
ま
た
、

老
齢
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合

は
支
給
額
の
調
整
あ
り
。

e

市
民
課
庶
務
・
年
金
係
1
内

線
２
３
９
５
・
武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
1
56
―
１
４
１
１

訂
正
と
お
詫
び

４
月
に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た

「
健
康
ガ
イ
ド
み
た
か
」
の
医
療
マ

ッ
プ
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

正
し
い
表
示
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
瀬
医
院
1
47
―
２
７
３
０

e

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
1
46
―

３
２
５
４

子
育
て
の
支
援
を
受
け
た
い
、
援

助
が
で
き
る
市
民
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
、
利
用
会
員
・
援
助
会
員
と
し
て

会
員
登
録
し
、
会
員
同
士
で
支
え
あ

う
子
育
て
支
援
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

利
用
に
は
事
前
に
「
入
会
申
込
書

兼
登
録
書
」
を
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し

て
、
会
員
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

◆
こ
ん
な
と
き
に
ご
利
用
で
き
ま
す

◇
ち
ょ
っ
と
用
事
を
済
ま
せ
た
い
。

◇
２
人
目
を
出
産
予
定
、
近
く
に
頼

れ
る
人
は
い
な
い
し
、
上
の
子
を
ど

う
し
よ
う
か
な
？

◇
残
業
な
の
で
保
育
園
の
お
迎
え
を

お
願
い
し
た
い
。

◇
た
ま
に
は
美
容
院
に
も
行
き
た
い

け
れ
ど
、
自
分
の
用
事
で
も
預
け
ら

れ
る
か
し
ら
？

こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
援

助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
の
手
助
け
が

で
き
る
方
を
募
集
！

み
た
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座

み
た
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
は


